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都市農地と宅地の共生





　The population is declining and the people are fl owing big city. Consider living in the outer 
edge of a big city. We use A scattered around the city as a seed for Commons.
　The site is Kitami, Setagaya-ku, where there are many small-scale farmers rooted in the area. I 
propose a co-management system for farmland and design apartment house for side job farmers. 
　These contribute to the local food and living environment.   











































































( ⅰ ) 趣味やコミュニティの種として農業をやりたい人



























































































































　nLDK を解体して各機能を 1単位 1部屋とする。住民
は暮らし方に合わせて部屋単位で借りる。選択しない機
能は共用部で補う。
　　主に住人が利用するプログラムは「外部を内部の構
成要素とすること」をテーマとする。軸は「南北軸」を
利用することで、外部の取り込み方が多様になることや
近隣住戸から視線のズレを作ることができる。また、周
囲に対してのスケールの小さや軸のズレが生じさせる違
和感から街のアイコンとなりうる。構造は「鉄板造」を
用いることで、力の流れなどを感じさせずテーマだけに
操作を絞ることができる。
　地域の人が利用可能なプログラムは「外部との関係性・
境界の操作」をテーマとする。軸は「まちの軸」を利用
することで、動線的・視線的に敷地へ入り込みやすくし、
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周辺環境との順応性を高める。構造は「鉄骨造」を用い
ることで外部に大きく開くことができる。また梁を外部
まで伸ばすことで野菜を干したり、マルシェの際に屋根
をかけたり、旗をくくりつけたりして利用することがで
きる。
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